
ともだち学級生活単元学習（Ｂグループ）授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）13:40～14:25

授業者：相澤 悦子

場 所：ともだち学級 1組・2組・3組各教室

１ 単元名 「ぴかぴかともだちの街をつくろう」

２ 単元の目標 ・ぴかぴかの街づくりに取り組み，協力して作ることの楽しさを味わわせる。

・作った街を多くの人たちに見せたり紹介したりすることを通して，人と関わる力を育てる。

３ 本時の指導

本時のねらい ・材料やＬＥＤの種類を自分で選びながらぴかぴかの街作りに取り組むことができる。

目指す児童の姿（表現） ・自分の思いや願いを言葉や動作で伝えることができる。

１０１の授業技術

１ 前時までの活動を

振り返りながら，本

時の活動を理解する

(５分)

２ 使いたい LED や

作りたい物に合わせ

て材料を選び，必要

な数を持つ。(５分)

３ 三つのグループに

分かれて活動を開始

する。(20 分)

４ 作ったものを持ち

寄って，街をつくる。

(５分)

５ 感想を発表する

（10 分）

「わからない」と言ったり，自分から言葉を発しないながらも，教師に教えても
らった言葉を復唱して，発表する。

材料を手にとって，作品作りに取り組む。できないところを教師に頼
んだり，手伝ってもらいたいことを頼んだりしながら作る。

イメージがはっきり持てずに別なことに気をとられ，離席してしまうこ
とがありながらも，教師との質問に答えるやりとりをしながら発表する
ことができる。

学習活動の流れ

目指す具体的な児童の姿

（活動の様子 つぶやき 等からの見取り）

【個別の支援】

○ 作りたい物を発表する
Ｅ児・Ｆ児：自分の言葉で言えるように，実物を使い質問し
ながら意志を確認し，発表できるように支援する。言えない
際は復唱させ，言えたことを褒め，活動の意欲につなげる。
Ｇ児：言葉が出ない場合は，復唱して言えるように支援する。
作りたい物に関する質問をしながら，言葉を引き出す。

○ 街作りに取り組む
Ｅ児：そばで見守り，助けがほしい場合に自分で言えるよう
に視線を送ったり「どうする？」と問いながら支援する。

Ｆ児：とりかかりの際選択肢を与え，不安なく取り組めるよ
うに支援する。活動の様子を小まめに褒めることで，自信
を持たせていく。

Ｇ児：活動に入らず逸脱した場合には，材料を見せるなどし
て穏やかに活動に誘う。活動に取り組めたら，褒めて意欲
を持たせながら取り組ませる。

言葉を教師に教えてもらいながら，作りたいものをはっきりと発表する。

F 児

G 児

逸脱することがありながらも，気持ちを変えて活動に取り組むこと
ができる。自分なりの思いを持って作る。

G 児

① 作りたい物を発表する

② 作りたい物を作成する

【共通の支援】

○活動へ意欲を高めるICT活用
プレゼンテーションソフトを利用して

本時の活動について見通しを持たせる。
※作品例などは，実物も用意しておく

○思いや考えを意識付けさせるための指導
自分で選んだ材料をカゴに入れて持ち歩けるようにする。

○場の設定の工夫
スムーズに活動を行うために，始まりの音楽を決め，オレン

ジのマットを活用する

①前時までの振り返り
②街のイメージ

取り掛かりに不安を持ち，なかなか取り組めないながらも，教師の
アドバイスや友達の作業の様子を見て，まねをするなどしながら作
る。

F 児

E 児

E 児

「ぴかぴかともだちの

街をつくろう」


